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秋らしい天気があっという間に過ぎ、朝夕も冷え込むようになってきました。子どもたちも外に出ると「風

が冷たいから上着必要だった！」「鬼ごっこしてたから暑くなったから脱いでおくね」と自分たちで衣服を調

整しながら過ごしています。運動会も終わり、次は発表会を楽しみにしています。日々の保育にもそうした遊

びを取り入れながら段々と気持ちを当日に向けていけるようにしていきたいと思います。 

文字に興味が出てきて、読んだり書いた

り出来るようになってきました。塗り絵を

入れているハコに五十音表を入れておく

とそれを見ながら自分の名前や手紙を書

く子も増えてきたので、次は紙に封筒の展

開図と便箋を印刷したものを用意しまし

た。自分で封筒を作り手紙を書けるもので

すが、ハサミ、テープ、鉛筆と色々な物を

使うので時間かかるかな…と思いきや、短

時間で 2,3 個作ってしまった子もいる程

の集中ぶりでした。保育の中でしっかりと

文字を教えた訳でも無く、興味ややる気が

手紙ブームを作っていました。子どもたち

の「やってみたい！」の気持ちには驚かさ

れるばかりです。 

じゃあ今からやっちゃおう！ 
 午前中に園庭に出られなかった木曜日のこ

と。「午後は早めにおやつを食べてすぐ外で遊

ぼうね」と約束して給食を食べ、お昼寝。し

ばらくして数人が目を覚ましてから「でも今

日って飾り棚片付ける日じゃない？」と気づ

きました(最近金曜日ではなく木曜日のおや

つ後に片付けることになりました)。「飾り棚

片付けてたらすぐ外行けないじゃん！」「…じ

ゃあ今から片付ければいいんじゃない？」と

起きた子たちが話し合い、まだ寝ている子を

起こさないようにそっと作品を持って来て片

付けてくれました。子どもたちが「外にすぐ

出るにはどうするか」を話し合って解決する

姿に、年長になる子の頼もしさを強く感じま

した。 

～席替え・お当番・お箸がスタート！～ 
少しずつ年長さんに向けて、テーブルの席決め、お当番活動、お箸の練習など、新しくやることを増

やしています。席決めは一度場所を覚えたら保育者が暗記するより早く全員が場所を覚えてしまい、

お当番活動は張り切ってテーブル拭きやお昼寝用のお布団敷きの手伝いをするだけでなく「テーブル

拭いてくれてありがとう」「私の布団出してくれてありがとう」と当番でない子が感謝を伝える姿も

見られました。お箸はまだ苦手な子もいますが「見て見て！」と上手く掴めると嬉しそうに見せてく

れます。きっとあっという間にやってくる次の 4 月までに年長さんへの準備を子どもたちと少しずつ

進めていきたいと思っています。ご家庭でもチャレンジしてみてください！ 

～お願い～ 

・気温が急に下がってきました。着替えのストックを見直して頂き、気温に合わせた衣服調節が出来る

ようにご用意してください。 

 


